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■�

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
八
雲
町
に
来
て
か
ら
早
く
も
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

昨
年
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
等
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
一
年
が
実
り
あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■�

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
遺
言
」
で
す
。
年
末
年
始
、
親
族
が
集
ま
る
と
よ
く
話
題
に
な
る
の
が
、
自

分
や
親
、
親
族
が
亡
く
な
っ
た
後
の
お
話
で
す
。
実
家
を
ど
う
す
る
か
、
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
以
前
、
相
続
放
棄
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
回
は
、

別
視
点
か
ら
、
遺
言
の
お
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

■�

遺
言
は
、
財
産
を
残
す
人
が
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
後
の
財
産
に
つ
い
て
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
決
め
て

お
く
と
い
う
制
度
で
す
。
財
産
に
は
、
土
地
や
建
物
、
預
貯
金
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
犬
猫
な

ど
の
ペ
ッ
ト
も
財
産
（
大
事
な
家
族
で
す
が
、
民
法
で
は
「
物
」
な
の
で
す
。）
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
財
産
に
つ
い
て
、
自
分
が
死
ん
だ
あ
と
、
誰
に
任
せ
る
か
を
指
定
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
遺

言
で
す
。
相
続
の
場
合
に
は
、
法
定
相
続
人
以
外
の
人
に
、
財
産
を
譲
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
遺
言

の
場
合
は
、
法
定
相
続
人
以
外
の
人
に
も
、
財
産
を
譲
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
子
さ
ん
が

ご
存
命
の
場
合
、
お
孫
さ
ん
は
法
定
相
続
人
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
家
に
つ
い
て
は
、
同
居
し
て
い
る
お

孫
さ
ん
に
譲
り
た
い
な
ど
の
希
望
が
あ
る
場
合
に
は
有
効
な
手
段
で
す
。

■�

遺
言
に
は
、
自
筆
証
書
遺
言
、
公
正
証
書
遺
言
、
秘
密
証
書
遺
言
と
、
形
式
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、

法
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
法
定
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
遺
言
に
つ
い
て
は
、
死
後
、
効
力
を
も
た
ず
、

か
え
っ
て
紛
争
の
種
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
言
が
あ
っ
て
も
、
法
定
相
続
人
に
は
、
最
低

限
の
財
産
（
遺
留
分
）
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
注
意
す
べ
き
点
も
あ
り
ま
す
。
紙
面
の
関
係
上
、
詳
細
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
遺
言
を
作
り
た
い
な
ど
の
相
談
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

さ
て
、
相
続
以
外
の
件
に
つ
い
て
も
、
当
事
務
所
で
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま

す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
充
た
す
方
で
あ
れ
ば
、３
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
承
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
予
約
の
お
電
話
は
、「
法

テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
０
５
０
―
３
３
８
３
―
８
３
６
６
）」
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　☎０１３７－64－2110
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1月10日は110番の日
110番の正しい利用をお願いします

●　110番は、事件・事故などが発生した際の緊急電話です。
●　事件・事故などで通報した際は、慌てず、落ちついて質問に答えてください。�
　�　警察官が早く到着できるよう、その場所の住所や付近の目標となる建物などを正しく
伝えてください。
●　落とし物の届出や諸手続に関する照会などは、最寄りの警
察署へ連絡ください。
●�　相談や警察業務に関する要望・意見は、警察相談専用電話
「＃9110」をご利用ください。

北 海 道 警 察

法
テ
ラ
ス
八
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通
信

死
後
、
財
産
ど
う
し
ま
す
か
？
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八雲警察署からお知らせ


